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【１－１】東大阪市商業ビジョン（現行）
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①集積力低下

②組織力低下・担い手不足

③個性の不足

④商業集積地別ビジョンの欠如

⑤元気な店舗の取り込み不足

⑥情報発信や集積地間交流の不足

①地域密着型支援の強化

②元気グループ推進型支
援の強化

③地域資源活用・広域集
客型支援の強化

●商業コーディネート事業
・小阪まちゼミ
・若江岩田きらりプロジェクト
・個店コーディネート事業
ショウテンズ
→課題①④⑤⑥の解決に前進

●元気グループコーディネート事業
・布施三・四会
→課題⑤を解決

成果

【１－２】現行商業振興ビジョンまとめ

2



Ｈ２５ 商業集積地（商店街）と大型店やコンビニと地域連携のあり方を議論
・大型店と商店街が議論する場を作る。そこからの活動に手厚く支援する。
・コンビニとの地域包括連携

Ｈ２６ 商店街と地域との連携のあり方を検討
商店街支援×まちづくり
地域社会を構成する多様な主体とのネットワークづくりや連携強化

Ｈ２７ ビジョン後半期に向けての商業振興施策の方向性の検討
商業振興推進体制の強化 ・商店街内外の元気若手商業者の取組み支援のあり方

・商業振興のサポート機能・サポート体制を強化するための視点
Ｈ２８ 商業振興ビジョンの振り返りと地域商業活性化について議論

・既存の商店街組織の枠にとらわれない新たなグループが自発的に生まれた。
・地域商業の魅力を自らが再発見した。
・学校や地域団体、メディア等の組織を巻き込み、集客に寄与していた。
地域商業の魅力の再発見には、「第三者の目」が必要であり、他の組織を巻き込み、実行していく「人づくり」も重要と
なり、従来までの組織を中心とする支援だけでなく、「個店（点）への支援」、それが自立的に波及していく振興策が必
要。

Ｈ３０ 商業振興ビジョンの振り返りと次期計画に向けた検討
Ｒ１ 商店街が、消費者の意向を見ながらそれぞれにターゲットや「押し」を設定し、行政は、そうしたやる気のある商店街や

個店の支援に特化していく必要がある。
エリアとしての価値や魅力を発掘するために、商店街から拡げた考えを持つことや商業以外の要素を取り込むことも
新たな施策として考えられる。

【１－３】東大阪市商業振興部会の振り返り
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【人口】

・減少傾向

・少子高齢化

【消費】

・節約傾向

・買い方の多様化

【技術】

・キャッシュレス

・ＥＣ

全体的な消費量（買い物量）が減り

買い物方法（選択手段）が広がる中

で顧客を取り合う形となる。

【２－１】商業を取り巻く現状
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出典：２０１８年度商業動態統計
の年間販売額（経済産業省）

【２－２】小売業を取り巻く現状
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出典：平成30年度電子商取引に関する市場調査（経産省）

※EC化率は、電話、FAX、Eメール、相対（対面）等も含めた全
ての商取引金額（商取引市場規模）に対するEC市場規模の割合
と定義する。

【参考】日本のBtoC-EC市場規模
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出典：令和元年博報堂「消費者1万人調査」 出典：平成30年版情報通信白書

【参考】シェアリングエコノミーの現状
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出典：平成29年度東大阪市市政意識調査

【参考】市民の買い物環境に関する満足度

東大阪市が取組むまちづくりに対する満足度・期待度

36%

29%

27%

8%

満足度

そう思う どちらともいえない そう思わない わからない

78%

14%
4%4%

期待度

そう思う どちらともいえない そう思わない わからない

36% 29% 27% 8%

78% 14% 4% 4%
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商店街個店

課題の大きさ

経営者の高齢化による後継者問題

店舗の老朽化

集客力が高い・話題性のある店舗・業種が少ない又は
無い

商圏人口の減少

駐車場・駐輪場の不足

大型店との競合

空き店舗の増加

チェーン店等が商店街の組
織化や活動に非協力的

業種構成に問題がある

道路整備や公共施設の移転
等周辺環境の変化

役員のなり手がない来街者の減少

組合員に若手が不足している

空き店舗が増え、消費者に買い物の利
便性を提供できない

商店街の設備が老朽化している

商店街の資金不足

組合への加入者が少ない（退会する
人が増えている）

商店街としての集客不足

新規顧客の獲得

消費者の節約志向

周辺での競合店の進出

人手不足 個店の老朽化

消費増税による売上減

後継者がいない

ネット通販による需要減

店の情報発信

魅力的な商品が少ない

商品の品揃えが悪い

雰囲気が悪い（入りづらい）

価格が高い

店や商品の情報が少ない 営業終了時間が早い

【３－１】商店街の課題

①

①

①

①

①

①

②

②

②

②

③

③

①人材
②集客
③消費者
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出典：平成３０年度商業実態調査（中小企業庁）

・商店街における問題
経営者の高齢化による後継者問題 64.5%
店舗等の老朽化 38.6%
集客力が高い・話題性のある店舗・業種が少ない
又は無い 36.9%

商圏人口の減少 35.5%
駐車場・駐輪場の不足 16.9%
大型店との競合 16.8%
空き店舗の増加 16.1%
業種構成に問題がある 16.0%

チェーン店等が商店街の組織化や活動に非協力的 9.0%

道路整備や公共施設の移転等周辺環境の変化 4.4%
その他 3.8%

・商店街組織内部に係る問題

組合員の商店街活動に対する意欲の低下 58.5%

組合員（会員）の減少 58.3%

役員の承継ができていない 35.7%

商店街事業予算（資金）の減少 27.3%

リーダーがいない 17.6%

事務局機能が不完全 11.4%

その他 5.2%

【参考】商店街の課題
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出典：令和元年度東大阪市商業実態調査

・商店街理事長向けアンケート ・事業者向けアンケート
役員のなり手がない 12
来街者の減少 12
組合員に若手が不足している 10
空き店舗が増え、消費者に買い物の利便性を提供でき
ない 7

駐車場・駐輪場不足 7
空き店舗の増加 7
業種構成 7
商店街の設備が老朽化している 6
その他 4
商店街の資金不足 3
組合への加入者が少ない（退会する人が増えている） 3

商店街としての集客不足 185
新規顧客の獲得 158
消費者の節約志向 143
周辺での競合店の進出 84
人手不足 81
個店の老朽化 80
消費増税による売上減 70
後継者がいない 61
ネット通販による需要減 56
店の情報発信 46
その他 14

【参考】商店街の課題
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出典：平成２８年度東大阪市消費者意識調査

魅力的な商品が少ない 31.1%
商品の品揃えが悪い 19.1%
駐輪場所が少ない 18.0%
駐車場所が少ない、狭い 15.1%
雰囲気が悪い（入りづらい、暗い） 13.5%
価格が高い 13.3%
自転車の通行が多く歩きにくい 12.3%
店や商品の情報が少ない 11.9%
特にない 11.6%
営業終了時間が早い 10.1%
業種のかたより 9.8%
休憩する場所がない 9.0%
店の対応がよくない 4.5%
営業時間が遅い 3.9%
その他 3.6%

【参考】商店街の課題
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①集積力低下

②組織力低下・担い手不足

③個性の不足

④商業集積地別ビジョンの欠如

⑤元気な店舗の取り込み不足

⑥情報発信や集積地間交流の不足

①集積力低下

②組織力低下・担い手不足

③個性の不足

④商業集積地別ビジョンの欠如

⑤空き店舗の解消

⑥大型店等との連携

⑦消費環境の変化

現行ビジョン 次期方針

【３－２】次期方針における課題
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●住まいの近くにほしいお店
飲食店 45.0%

食品スーパー 39.9%

大型スーパー 38.9%

ドラッグストア 33.7%

コンビニ 30.1%

●魅力的な商店街になるために重要なこと

商品の品揃えの充実 56.2%

アーケード・道路舗装などの商店街の環境整備 33.7%

有名店をつくる 25.9%

セールの実施 23.9%

各種イベントの実施 20.8%

●商店街に求める役割は何ですか

身近な買い物先を提供する 58.9%

地域の賑わいをつくる 50.1%

治安や防犯につながる 38.9%

お店の人とのコミュニケーション 25.0%

憩いの場・休憩スペース 24.4%

●商店街や身近なお店で買い物する際に望むこと

商品の価格 68.5%
商品の品揃え 62.5%
店への入りやすい雰囲気 50.4%
品質 42.3%
接客態度 42.2%
商品の安全性 34.3%

出典：令和元年度東大阪市市政世論調査

【３－３】商店街に期待されていること
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出典：平成２８年度東大阪市消費者意識調査

●商店街の役割として期待する機能

身近な買い物場所 67.5%

地域の防犯、治安の向上 44.3%

にぎわいづくり 36.5%

買い物支援サービス 28.4%

災害時の対応 22.5%

特にない 20.6%

環境対策 19.0%

子育てサポート 5.8%

その他 4.0%

出典：令和元年度東大阪市商業実態調査
（商店街理事長向けアンケート）

●商店街の役割としてはどのようなものがあると思い
ますか。

治安や防犯への寄与 88.2%

地域のにぎわいの創出 76.5%

地域住民への身近な購買機会の提供 70.6%

アーケードや街路灯等で買い物しやすい環境が
ある 58.8%

地域情報発信の担い手 47.1%

祭りなど、地域活動の担い手 47.1%

多くの店舗が集まっていることによる利便性が
ある 35.3%

子育て支援や高齢者向けサービスの提供 23.5%

その他 11.8%

【３－３】商店街に期待されていること

15



出典：２０１８年度外食＆中食タウンランキング（関西圏版）
「ホットペッパーグルメ外食総研」

【参考】飲食店伸び率及び地元消費に関する調査
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強み 弱み

機会 脅威

・訪日外国人の増加
・東京オリンピック
・ＷＭＧ関西
・東横インの開設
・働き方改革
・多様化

・人口減少
・少子高齢化
・人手不足
・ネット販売
・大型小売店や専門店

・店舗の老朽化
・役員の高齢化
・品揃えが少ない
・価格が高め
・会員数の減少
・商店街ごとの明確なビジョンが
整っていない

・にぎわいの創出
・店舗間の連携
・アーケード等買い物環境の整備
・通勤客の往来
・専門的な知識
・経営者の個性
・対面販売

【４－１】商業集積地としての強みと弱み
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強み 弱み

機会

脅威

①機会×強み ③機会×弱み

②脅威×強み ④脅威×弱み

・販売チャネルの拡充
・大型小売店との連携
・新規創業者の排出
・市外からの消費獲得
・常連客の流出防止

・市外からの消費獲得
・地元民から利用拡大
・通勤客（ビジネスマン）に向
けた販促
・個性を活かしたＰＲ

・既存建物を生かした新業態の
誘致
・商店街の新規出店者へのア
ピール

・にぎわいづくりを活かした子
育て世帯の獲得
・大型店と連携したイベントづ
くり

【４－２】要因のクロス分析
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【４－３】分析から得られる視点
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課 題

①集積力低下

②組織力低下・担い手不足

③個性の不足

④商業集積地別ビジョンの欠如

⑤空き店舗の解消

⑥大型店との連携

①第三者視点

・専門家の視点
・市外在住者の視点
・訪日外国人の視点
・消費者の視点
・新規創業者の視点

①商業集積地支援

②個店支援

課題解決のためのベース

②商店街の実践力

・商店街ごとのビジョン
・組織体制の強化

方 針

③民間企業（新業態）との連携

③商店街×○○
（連携の在り方）

・大型店との連携
・個店との連携
・新業態との連携

【５－１】次期方針案

⑦消費環境の変化
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東大阪市

第３次総合計画

（仮称）東大阪市

商業活性化方針

（第３次総合計画）

第１次実施計画

【５－２】次期方針案の位置づけ
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